
　

２３
年
の
長
期
の
闘

い
と
な
っ
た
「
一
〇

四
七
名
Ｊ
Ｒ
不
採
用

問
題
」
が
６
月
２８
日
、

最
高
裁
判
所
に
お
い

て
裁
判
上
で
の
和
解

が
成
立
し
た
。
「
闘

い
を
支
え
た
も
の
は

Ｊ
Ｒ
に
採
用
さ
れ
た
国
労
組
合
員

の
存
在
で
あ
る
。
自
ら
も
差
別
を

受
け
続
け
な
が
ら
も
『
組
織
を
信

じ
・
仲
間
を
裏
切
ら
ず
・
仲
間
守

る
』
そ
の
信
念
と
想
い
は
国
労
の

貴
重
な
財
産
・
誇
り
と
確
信
す

る
」
▼
第
７９
回
定
期
全
国
大
会

（
７
月
２８
日
〜
２９
日
開
催
）
の
中

で
、
髙
橋
中
央
本
部
委
員
長
は
組

合
員
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
闘

争
団
員
・
家
族
の
不
屈
の
闘
い
に

敬
意
を
表
し
、
ま
た
四
半
世
紀
に

も
及
ぶ
闘
い
を
わ
が
身
の
こ
と
と

受
け
止
め
て
惜
し
む
こ
と
な
く
物

心
両
面
か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
、
共
闘
組
織
・
団
体
・
個
人
の

皆
様
に
深
く
感
謝
の
お
礼
を
述
べ

た
▼
２３
年
の
闘
い
を
支
援
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
、
国
労
は
７
月

に
感
謝
と
報
告
の
「
お
礼
文
」
を

送
付
し
て
い
る
。
そ
の
返
信
が
地

方
本
部
に
多
く
寄
せ
ら
れ
、
皆
々

が
「
解
決
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
安
堵
の
文
面
で
あ
り
、
中

に
は
「
私
に
は
物
販
購
入
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
老
い

た
る
毎
に
品
数
も
少
な
く
な
り
心

苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私

も
今
年
で
９０
歳
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
全
員
が
晴
れ
晴
れ
と
毎
日
を

生
活
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
」
と
年
齢
を
重
ね
な
が
ら
も
支

援
し
続
け
て
い
た
だ
い
た
暖
か
い

言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
た
▼
長
期
に

渡
り
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
共
闘

組
織
な
ど
の
皆
様
に
は
感
謝
の
言

葉
し
か
な
い
。
残
さ
れ
た
雇
用
問

題
解
決
に
向
け
た
運
動
を
積
極
的

に
取
り
組
み
、
不
採
用
問
題
を
解

決
に
導
い
た
経
験
を
糧
と
し
て

「
国
労
の
貴
重
な
財
産
と
誇
り
」

を
継
承
し
、
多
く
の
支
援
者
に
恩

返
し
す
る
た
め
に
も
、
今
こ
そ
組

織
拡
大
に
奮
闘
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る　

（
小
）
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▽
9
月
7
日
（
盛
岡
）

　

第
13
回
執
行
委
員
会
・
第
12
回

　

闘
争
委
員
会

▽
9
月
11
日
（
盛
岡
）

　

地
本
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会

▽
9
月
14
日
（
仙
台
）

　

第
2
回
東
北
交
運
労
協
幹
事
会

　
　
　
　
　

◇

▽
8
月
18
・
19
日
（
埼
玉
）

　

東
日
本
本
部
書
記
長
会
議

▽
8
月
23
日
（
盛
岡
）

　

岩
手
県
交
運
労
協
幹
事
会

▽
9
月
2
・
3
日
（
埼
玉
）

　

第
24
回
東
日
本
本
部
定
期
大
会

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」































＝
不
採
用
問
題
解
決
を
機
に
拡
大
に
全
力
＝

















斎
藤
憲
雄
氏
の
当
選
に
向
け

　

青
森
を
中
心
に
運
動
の
強
化
を

阿
部
一男
氏 

２
，２
０
７
票

　

 

２
位
当
選 

（
花
巻
市
議
選
）

参
議
選
、吉
田
忠
智
氏
が

　

社
民
党
２
議
席
目
を
確
保

換
が
あ
っ
た
が
、
計
画
的
な
学
習

会
や
勉
強
会
の
設
定
」「
お
と
な
の

休
日
パ
ス
の
あ
り
方
の
一
考
を
」

「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
、

車
掌
か
ら
は
、「
チ
リ
地
震
で
発
生

し
た
時
の
津
波
の
異
常
時
対
応
の

取
り
扱
い
が
運
輸
区
毎
に
違
う
」

「
女
性
乗
務
員
の
要
員
・
育
児
の

問
題
点
」
、
構
内
か
ら
は
、
「
運

転
職
場
に
若
い
人
が
入
っ
て
こ
な

い
」
「
電
子
連
動
の
機
械
が
古
く

な
っ
て
き
て
い
る
」
「
入
換
え
や

訓
練
な
ど
を
ビ
デ
オ
や
写
真
に
撮

っ
て
次
の
世
代
へ
残
し
て
い
る
」

な
ど
、
多
く
の
意
見
や
問
題
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
、
組
織
拡

大
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
る
決
意

を
込
め
、
村
上
議
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

盛
岡
駅
連
合
分
会　

小
野
寺
俊
彦

　

会
議
は
小
林
副
委
員
長
が
座
長

に
就
任
、
齋
藤
委
員
長
が
、
「
Ｊ

Ｒ
不
採
用
問
題
は
最
高
裁
で
和
解

し
た
。
し
か
し
、
雇
用
問
題
が
残

っ
て
お
り
、
そ
の
解
決
に
全
力
を

あ
げ
よ
う
。
組
織
化
拡
大
、
社
員

は
多
く
の
不
満
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
声
を
吸
い
上
げ
、
拡
大
に
打

っ
て
で
よ
う
」
と
の
挨
拶
で
始
ま

っ
た
。

　

次
に
伊
藤
東
日
本
本
部
教
宣
部

長
（
東
京
地
本
・
柏
駅
）
が
、
４

　

国
労
東
日
本
本
部
運
輸
協
議
会

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
、
７
月

２５
日
・
２６
日
に
盛
岡
市
の
つ
な
ぎ

温
泉
「
愛
真
館
」
で
東
北
３
地
本

か
ら
運
協
役
員
、
分
会
代
表
者
、

来
賓
の
含
め
６０
人
が
参
加
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
は
、
村
上
盛
岡
地
方
運
輸
協

議
会
議
長
の
「
１２
月
４
日
青
森
新

幹
線
開
業
と
な
る
が
、
在
来
線
の

青
い
森
鉄
道
の
問
題
も
含
め
、
未

だ
ダ
イ
ヤ
・
要
員
等
の
提
案
も
さ

れ
て
い
な
い
。
職
場
の
問
題
な
ど

を
分
科
会
・
交
流
会
で
話
し
て
も

ら
い
、
有
意
義
な
二
日
間
と
し
て

貰
い
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

齋
藤
盛
岡
地
本
委
員
長
か
ら
の
歓

迎
の
挨
拶
、
東
日
本
本
部
運
輸
協

議
会
の
今
福
議
長
か
ら
エ
ル
ダ

ー
・
出
向
会
社
と
の
問
題
に
つ
い

て
、
矢
部
同
本
部
執
行
委
員
か
ら

情
勢
と
問
題
提
起
を
受
け
、
分
科

別
交
流
に
入
り
ま
し
た
。

　

営
業
・
車
掌
・
構
内
各
分
科
会

と
も
職
場
の
状
況
や
問
題
点
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
一
日
目
の
分
科

会
を
終
了
し
夕
食
交
流
会
に
入

り
、
各
地
域
か
ら
提
供
さ
れ
た
日

本
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
和
や
か
な

交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
前
夜
の
余
韻
を
残

し
な
が
ら
の
分
科
会
交
流
か
ら
始

ま
り
、
藤
野
前
東
日
本
本
部
副
委

員
長
の
特
別
講
義
を
受
け
、
全
体

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
で
は
、
営
業
・
車

掌
・
構
内
の
各
座
長
か
ら
分
科
会

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
営
業
か

ら
は
、
「
今
月
か
ら
Ｐ
Ｏ
Ｃ
の
交

組
合
員
が
国
鉄
闘
争
の
経
過
を
知

ら
な
い
。
我
々
の
立
場
を
訴
え
て

い
く
必
要
が
る
」
、
「
各
分
会
で

は
ま
ず
執
行
委
員
会
の
開
催
か
ら

確
実
に
や
っ
て
ほ
し
い
。
分
会
・

支
部
一
体
と
な
っ
た
闘
い
を
進
め

た
い
」
、
「
職
場
は
、
東
労
組
の

役
員
が
明
番
な
ど
で
も
休
憩
室
に

と
ど
ま
り
、
国
労
と
接
触
さ
せ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
」
、
「
他

労
組
の
若
い
組
合
員
に
国
労
の
闘

い
の
歴
史
、
正
当
性
を
訴
え
て
い

く
壁
新
聞
な
ど
の
作
成
を
」
、

ブ
ロ
ッ
ク
の
組
織
交
流
会
な
ど
東

日
本
本
部
の
取
り
組
み
の
報
告
を

行
い
、
「
職
場
で
多
く
の
東
労
組

組
合
員
が
悩
ん
で
い
る
。
運
動
の

基
本
、
職
場
を
大
切
に
拡
大
行
動

し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
菊
池
組
織
部
長
と
中

堤
教
宣
部
長
が
資
料
に
基
づ
き
提

起
し
全
体
交
流
に
入
っ
た
。

　

機
関
代
表
者
か
ら
は
、
「
若
い

出
向
者
と
交
流
、
そ
う
し
た
中
、

東
労
組
の
若
い
組
合
員
と
も
話
し

が
出
来
た
が
、
東
労
組
役
員
が
国

労
と
は
付
き
合
う
な
と
の
声
。
拡

大
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
し
て
い
こ

う
」、
「
教
宣
担
当
、
分
会
長
に

言
わ
れ
妻
の
協
力
を
得
て
旬
の
料

理
の
レ
シ
ュ
ピ
を
載
せ
て
い
る
」
、

「
職
場
は
今
若
い
人
が
入
っ
て
き

て
変
わ
っ
て
い
る
。
お
茶
ひ
と
つ

で
も
そ
う
だ
。
今
が
拡
大
の
チ
ャ

ン
ス
」
、
「
限
定
運
転
士
に
国
労

２
人
に
声
、
初
め
て
会
社
の
対
応

も
変
化
か
。
今
拡
大
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
す
こ
と
が

大
切
だ
」
、
「
共
闘
組
織
の
若
い

「
組
織
対
策
費
の
活
用
、
他
分
会

の
状
況
は
」
、
「
分
会
執
行
委
員

会
定
期
開
催
に
努
力
。
助
役
（
仙

台
地
本
）
で
国
労
組
合
員
も
い
る
。

流
れ
が
変
わ
る
の
で
は
と
い
う
期

待
も
あ
る
」
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

組
織
部
長
が
「
J
R
の
若
い
社

員
、
共
闘
組
合
員
へ
の
国
労
の
闘

い
の
歴
史
を
訴
え
る
資
料
な
ど
作

成
は
検
討
す
る
」
、
教
宣
部
長
は

「
情
報
を
作
成
す
る
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
ま
ず
連
絡
事
項
で
い
い

の
で
出
そ
う
」
と
答
弁
。

　

最
後
に
佐
々
木
書
記
長
が
、
①

一
括
和
解
後
、
変
化
が
生
ま
れ
て

い
る
。
変
わ
ら
な
い
と
い
う
職
場

は
、
変
え
さ
せ
る
取
り
組
み
が
大

切
②
職
場
で
は
、
限
定
運
転
士
登

用
、
単
身
赴
任
解
消
、
テ
レ
ホ
ン

セ
ン
タ
ー
か
ら
車
掌
が
元
職
場
に

の
復
帰
な
ど
改
善
も
見
ら
れ
る
③

こ
う
し
た
中
で
、
新
採
と
職
場
配

属
後
の
付
き
合
い
を
大
切
に
、
ミ

ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
に
不
採
用
問
題

解
決
を
機
に
復
帰
さ
せ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
こ
う
ー
と
ま
と
め

終
わ
っ
た
。

　

組
織
内
候
補
、
斎
藤
憲
雄
氏

（
社
会
民
主
党
公
認
・
５８
歳
）
が

４
度
目
の
当
選
に
向
け
立
候
補
を

予
定
の
青
森
市
議
会
議
員
選
挙（
定

数
４１
）
が
１０
月
２４
日
告
示
、
３０
日

投
開
票
で
実
施
さ
れ
る
。
斎
藤
氏

は
、
新
幹
線
延
伸
、
並
行
在
来
線

問
題
な
ど
に
取
り
組
む
同
氏
の
当

選
に
む
け
、
青
森
地
区
協
を
中
心

に
運
動
を
強
化
し
て
い
こ
う
。

　

２
，
２
０
７
票
を
獲
得
、
阿
部

一
男
氏
（
組
織
内
・
社
会
民
主
党

公
認
）
が
７
月
２５
日
投
開
票
で
実

施
さ
れ
た
花
巻
市
議
会
議
員
選
挙

で
第
２
位
、
連
続
９
度
目
の
当
選

（
大
迫
町
な
ど
と
の
合
併
後
は
３

度
目
）
を
果
た
し
た
。

　

阿
部
氏
は
、
「
誰
で
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
花
巻
」
を
基
本
に

医
療
・
福
祉
充
実
・
平
和
憲
法
を

市
政
に
生
か
し
、
格
差
の
な
い
社

会
な
ど
を
訴
え
選
挙
戦
を
精
力
的

に
展
開
し
た
。

　

７
月
１１
日
の
投
開
票
で
実
施
さ

れ
た
第
２２
回
参
議
院
選
挙
は
、
マ

ス
コ
ミ
報
道
に
も
あ
る
と
お
り
民

主
党
の
議
席
減
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。

　

地
方
本
部
も
承
知
の
通
り
比
例

代
表
、
岩
手
・
青
森
・
宮
城
選
挙

区
で
社
会
民
主
党
公
認
候
補
を
推

薦
し
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ

り
、
比
例
代
表
で
社
民
党
が
２
，

２
４
２
，
７
３
６
票
を
獲
得
し
２

議
席
を
確
保
、
個
人
票
を
多
く
得

た
福
島
瑞
穂
党
首
と
国
労
の
推
薦

し
た
自
治
労
出
身
の
吉
田
忠
智
氏

が
当
選
し
た
。

　

な
お
、
３
選
挙
区
で
の
議
席
確

保
は
な
ら
な
か
っ
た
。
投
票
数
は

次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

▽
伊
沢
昌
弘
（
岩
手
県
）

　
　
　
　
　

５
４
，
９
８
９
票

▽
山
田
清
彦
（
青
森
県
）

　
　
　
　
　

２
３
，
８
０
３
票

▽
菅
野
哲
雄
（
宮
城
県
）

　
　
　
　
　

５
０
，
９
７
５
票

阿部一男氏（63）

吉田忠智氏（53）

地本組織・教宣部長会議

組
織
拡
大
、教
宣
活
動
と
の
結
合
を

組
織
拡
大
、教
宣
活
動
と
の
結
合
を

◇
東
北
３
地
本
60
人
参
加
で
交
流（
運
輸
協
議
会
）◇

　

地
方
本
部
は
、
７
月 

３１
日
「
組
織
・
教
宣
部
長
合
同
会
議
」
を
岩
手
労
働
福
祉
会
館
（
盛
岡
市
）
で
、
各

級
機
関
代
表
者
、
地
本
役
員
な
ど
４８
人
が
参
加
の
中
開
催
し
た
。

　

会
議
は
、
不
採
用
問
題
の
和
解
を
中
間
点
と
位
置
づ
け
、
職
場
で
の
差
別
是
正
、
公
正
・
公
平
な
人
事
運

用
、
労
務
政
策
の
抜
本
的
転
換
か
つ
正
常
な
労
使
関
係
確
立
に
向
け
た
新
た
な
闘
い
の
出
発
点
、
そ
の
原
動

力
は
組
織
の
強
化
・
拡
大
、
教
宣
活
動
の
強
化
・
充
実
で
あ
り
そ
の
意
思
統
一
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
、
一
括
和
解
後
に
一
定
の
変
化
が
見
ら
れ
る
職
場
で
、
組
織
の
拡
大
に
向
け
教
宣
活
動
と
結
合
し
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
終
わ
っ
た
。

　

営
業・車
掌・構
内
か
ら
職
場
実
態
の
報
告

職
場
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う

青
森
市
議
選
挙（
10
月
24
日
公
示
・
30
日
投
票
）



国　　労　　盛　　岡 2010年８月10日（２）
組合員の購読料は
組合費の中に含む（ ）（ ）昭和29年12月25日

第３種郵便物認可
（１部30円）

発行定日　毎月10日

新
た
な
一歩
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い

＝今、少しの支援をと訴える智子さん＝

＝
好
天
の
中
、４
チ
ー
ム
参
加
＝

三
沢
・
八
戸
チ
ー
ム
が

　

３
年
連
続
で
４
度
目
の
優
勝

夫
（
盛
岡
施
設
分
会
Ｏ
Ｂ
）
、
七

木
田
実
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
Ｏ

Ｂ
）
氏
か
ら
協
力
を
頂
い
た
。

　

試
合
結
果
及
び
各
チ
ー
ム
が
推

薦
す
る
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
。

　

試　

合　

結　

果

〈
第
１
試
合
〉
Ａ
面

盛　
　

岡　

４
２
０
０
２　

８

青　
　

森　

１
１
８
０
×　

10

〈
第
１
試
合
〉
Ｂ
面

一　
　

関　

０
０
１
０
０　

１

三
沢
・
八
戸　

２
６
１
０
×　

９

〈
第
３
位
決
定
戦
〉

盛　
　

岡　

０
２
４
３　
　

９

一　
　

関　

０
０
０
０　
　

０

〈
決
勝
戦
〉

青　
　

森　

０
０
０
３
２　

５

三
沢
・
八
戸　

11
２
２
０
×　

15

　　

個　

人　

賞　

▽
最
優
秀
選
手
賞

　

地
切　
　

彰
（
三
沢
・
八
戸
）

▽
優
秀
選
手
賞

　

成
田　

芳
隆
（
青
森
）

▽
敢
闘
賞

　

佐
藤　

祐
司
（
盛
岡
）

　

日
野　

雅
善
（
一
関
）

共
産
党
、
交
運
労
協
、
共
闘
会

議
、
連
帯
す
る
会
な
ど
の
み
な
さ

ん
を
迎
え
、
昨
年
ま
で
の
解
決

が
出
来
る
の
か
ど
う
か
、
先
の

見
え
な
い
中
で
の
あ
い
さ
つ
と
違

　

７
月
28
、
29
日
の
両
日
、
静

岡
県
伊
東
市
・
ホ
テ
ル
聚
楽
に

於
い
て
、
第
７９
回
定
期
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
大
会
は
、
雇
用
問
題
が
残

る
も
の
の
、
24
年
と
い
う
長
き

に
わ
た
る
「
１
０
４
７
名
Ｊ
Ｒ

採
用
差
別
問
題
」
が
解
決
を
し

た
直
後
の
大
会
で
あ
り
、
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
た
大
会
と
な

っ
た
。｠
｠

 

　

髙
橋
委
員
長
の
「
１
０
４
７

名
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
問
題
は
、
雇

用
の
確
保
の
問
題
が
残
る
も
の

の
解
決
案
の
受
諾
を
決
定
し
、

裁
判
上
の
和
解
が
成
立
し
裁
判

は
終
結
し
た
」
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
っ
た
大
会
は
、
来
賓
に
民

主
党
、
社
会
民
主
党
、
日
本

国
大
会
で
あ
っ
た
。

｠

大
会
を
通
し
て
出
さ
れ
た
各

代
議
員
か
ら
の
「
１
０
４
７
名

Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
問
題
」
解
決
に

対
す
る
喜
び
の
言
葉
と
同
時
に
、

こ
こ
は
国
労
の
良
い
と
こ
ろ
か

悪
い
と
こ
ろ
か
分
か
ら
な
い
が

、
議
論
に
於
い
て
も
案
外
ク
ー

ル
に
、
残
る
雇
用
問
題
を
ど
う

解
決
し
て
行
く
か
、
ま
た
、
組

織
拡
大
・
強
化
、
後
世
の
組
合

員
に
何
を
残
す
か
、
残
せ
る
か

が
今
後
の
国
労
の
取
り
組
む
課

題
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
数
あ

り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
大
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
　
　
　

◇　
　

〈
全
国
大
会
代
議
員
〉

気
仙
沼
地
域
分
会　

熊
谷
泰
幸

い
、
終
始
「
１
０
４
７
名
Ｊ
Ｒ
採

用
差
別
問
題
の
解
決
」
に
関
し

て
、
解
決
し
た
ん
だ
、
出
来
た
ん

だ
と
言
う
感
動
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

熱
い
想
い
が
交
錯
す
る
あ
い
さ
つ

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
し
か
し
、

全
面
解
決
と
勘
違
い
し
て
い
た

訳
で
は
な
い
が
、
国
鉄
闘
争
に
勝

利
す
る
共
闘
会
議
の
二
瓶
議
長
の

「
１
０
４
７
名
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
問

題
は
、
今
の
執
行
部
で
な
け
れ

ば
解
決
は
出
来
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
私
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
こ

の
問
題
は
解
決
の
半
分
ま
で
し
か

き
て
い
な
い
。
路
頭
に
迷
わ
な
い

解
決
、
雇
用
の
確
保
を
勝
ち
取
る

ま
で
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
言
葉

と
、
国
労
弁
護
団
の
宮
里
弁
護
士

か
ら
の
「
事
件
は
解
決
し
た
が
、

問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。
残
る

雇
用
問
題
が
解
決
出
来
て
、
や

っ
と
『
１
０
４
７
名
Ｊ
Ｒ
採
用
差

別
問
題
』
が
解
決
し
た
こ
と
に
な

る
」
と
言
う
言
葉
に
は
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
し
た
初
め
て
の
全

　

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
青
森
県
報

告
集
会
」
が
青
森
支
部
主
催
で
７

月
１４
日
１８
時
か
ら
青
森
労
働
福
祉

会
館
に
お
い
て
共
闘
の
仲
間
含
め

８７
人
の
参
加
者
の
中
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
集
会
で
は
、
国
鉄
闘
争

青
森
県
支
援
共
闘
会
議
を
は
じ
め

と
し
た
各
支
援
団
体
に
向
け
、
６

月
２８
日
に
最
高
裁
で
和
解
に
至
っ

た
経
緯
の
説
明
と
、
こ
れ
ま
で
の

支
援
に
対
す
る
お
礼
が
、
音
威
子

府
闘
争
団
の
杉
山
さ
ん
夫
妻
か
ら

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
主
催
者
を
代
表
し
阿
部

青
森
支
部
委
員
長
は
「
や
っ
と
政

治
解
決
の
最
終
段
階
ま
で
た
ど
り

着
け
た
。
こ
の
間
の
平
和
労
組
に

結
集
す
る
各
単
組
、
社
民
党
を
は

じ
め
と
し
た
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に

お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
だ
、
雇

用
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

国
労
の
総
力
を
結
集
し
て
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
最
終

局
面
で
の
決
意
を
訴
え
ま
し
た
。

　

来
賓
の
米
沼
一
夫
県
平
和
労
組

会
議
事
務
局
長
、
渡
辺
英
彦
社
会

民
主
党
青
森
県
連
合
代
表
か
ら
連

帯
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
齋
藤
地

方
本
部
委
員
長
が
今
日
ま
で
の
闘

い
へ
の
支
援
に
対
す
る
お
礼
の
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国

労
議
員
団
を
代
表
し
民
営
化
当
時

の
支
部
委
員
長
・
書
記
長
を
務
め

た
奈
良
岡
県
議
は
「
支
援
共
闘
会

議
立
ち
上
げ
の
た
め
走
り
回
っ
た

日
を
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思

い
出
す
。
毛
ガ
ニ
販
売
に
協
力
を

頂
き
、
六
回
の
ね
ぶ
た
招
待
が
実

現
で
き
た
の
も
、
皆
さ
ん
の
ご
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
引
き
続

き
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
闘
い
を
振
り
返
り
参
加
者

に
感
謝
と
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

次
に
音
威
子
府
闘
争
団
の
杉
山

均
事
務
局
長
が
挨
拶
に
立
ち
「
皆

さ
ん
の
ご
支
援
を
う
け
、
や
っ
と

政
治
和
解
を
実
現
で
き
た
。
し
か

し
、
雇
用
の
問
題
は
、
来
年
３
月

末
ま
で
に
政
府
が
Ｊ
Ｒ
各
社
に
要

請
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現

状
で
は
不
透
明
。
今
一
度
、
解
決

に
向
け
闘
い
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。
今
度
は
、
闘
争
団
員
で
は
な

く
国
労
組
合
員
と
し
て
お
会
い
し

た
い
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
杉
山
さ
ん
の
奥
さ
ん
で
同
団

家
族
会
会
長
の
智
子
さ
ん
は
「
ま

だ
、
解
決
の
実
感
が
湧
か
ず
に
い

る
。
子
ど
も
長
男
は
２
児
の
父
親
、

次
男
も
新
聞
社
で
働
い
て
い
る
。

子
ど
も
に
は
苦
労
を
か
け
た
。
大

学
に
行
き
た
か
っ
た
と
も
思
う
。

『
お
と
う
さ
ん
が
、
Ｊ
Ｒ
に
復
帰

し
た
ら
』
と
い
う
子
ど
も
達
と
の

約
束
も
果
た
し
た
い
。
主
人
の
Ｊ

Ｒ
へ
の
復
帰
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

あ
と
少
し
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

　

７
月
１９
日
、
第
１０

回
地
方
本
部
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
好
天

の
中
、
例
年
通
り
岩

手
県
雫
石
町
の
鶯
宿

野
球
場
で
４
チ
ー
ム
、

関
係
者
あ
わ
せ
約
８０

人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

　

残
念
な
か
ら
北
上
チ
ー
ム
、
宮

古
・
釜
石
地
区
チ
ー
ム
が
参
加
が

諸
般
の
事
情
で
参
加
で
き
な
か
っ

た
。

　

９
時
過
ぎ
か
ら
各
チ
ー
ム
と
関

係
者
が
そ
れ
ざ
れ
車
で
到
着
、
審

判
団
と
関
係
者
で
グ
ラ
ン
ド
を
整

備
し
、
４０
分
か
ら
の
キ
ャ
プ
テ
ン

会
議
で
対
戦
相
手
を
決
定
、
開
会

式
を
行
い
Ａ
・
Ｂ
面
に
分
か
れ
試

合
に
入
っ
た
。
試
合
は
、
１
時
間

以
内
５
イ
ニ
ン
グ
ま
で
、
同
点
の

場
合
は
９
人
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決

定
と
の
確
認
で
進
め
ら
れ
た
。

　

各
チ
ー
ム
の
選
手
は
暑
い
中
、

自
チ
ー
ム
の
勝
利
を
目
指
し
打
撃
、

走
塁
、
守
備
に
全
力
を
あ
げ
る
も

体
力
が
？　

ベ
ン
チ
か
ら
は
野
次

と
笑
い
が
飛
び
交
い
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
の
試
合
と
な
っ
た
。

優
勝
は
今
年
も
三
沢
・
八
戸
チ
ー

ム
で
３
年
連
続
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
審
判
団
と
し
て
公
式
審

判
員
の
小
野
寺
俊
彦
（
盛
岡
駅
連

合
分
会
）
、
高
橋
幸
治
（
盛
岡
電

気
分
会
）
、
大
山
厚
、
小
野
寺
京

子
（
一
関
運
輸
分
会
）
、
武
藤
成

た
い
」
と
の
気
持
を
述
べ
ま
し
た
。

　

翌
１５
日
１８
時
か
ら
は
、
八
戸
駅

東
口
の
ユ
ー
ト
リ
ー
８
階
で
同
様

の
「
八
戸
地
区
集
会
」
が
共
闘
の

仲
間
と
組
合
員
ら
８９
人
の
参
加
者

を
得
る
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
青
森
県
集
会
同
様
、

杉
山
夫
妻
、
渡
辺
代
表
、
奈
良
岡

県
議
が
参
加
し
参
加
者
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

八
戸
地
区
の
来
賓
と
し
て
大
石

平
和
労
組
会
議
三
八
地
方
本
部
議

長
か
ら
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
　

青
森
支
部　

高
瀬
貴
弘

第
79
回
定
期
全
国
大
会（
伊
東
市
）

雇
用
問
題
に
あ
と
少
し
の
支
援
を

雇
用
問
題
に
あ
と
少
し
の
支
援
を

杉
山
均
さ
ん
夫
妻（
音
威
子
府
）が
感
謝
と
報
告
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J R 不 採 用 問 題
青森・八戸地区報告集会

　

互
助
会
の
「
期
末
手
当
付
加

給
付
制
度
」
は
、
病
気
等
の
欠

勤
で
期
末
手
当
に
期
間
率
が
適

用
と
な
っ
て
減
額
さ
れ
た
組
合

員
の
生
活
保
障
を
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

2
0
0
2
年
の
制
度
発
足
以

来
、
現
在
3
1
3
名
の
方
が
加

入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
ま
で
病
気
休
業

等
で
63
名
の
組
合
員
の
方
が
手

当
か
ら
減
額
さ
れ
、
こ
の
制
度

か
ら
は
約
7
0
0
万
円
の
給
付

金
を
お
支
払
い
し
、
組
合
員
・

家
族
へ
の
生
活
保
障
の
手
助
け

の
一
躍
を
担
う
こ
と
が
で
き
た

か
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
、
も
う

一
度
身
の
回
り
を
考
え
、
今
制

度
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
と
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
2
0
1
0

年
10
月
期
加
入
と
な
り
ま
す
。

掛
金
は
、
2
0
1
0
年
10
月
か

ら
徴
収
し
、
給
付
発
生
は
、
来

年
の
夏
季
手
当
減
額
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
加
入
時
期
は
、

毎
年
4
月
と
10
月
を
加
入
・
増

口
月
間
と
し
ま
す
。

『
掛
金
』

月
額
１
口　

2
0
0
円

互
助
会
加
入
口
数
を
限
度
と
す

る
。

『
給
付
金
』

期
間
率
1
日
に
つ
き
、
1
口

1
、
0
0
0
円
給
付
。

《
互
助
会
加
入
が
条
件
》

＝
9
月
15
日
迄
に
手
続
き
を
＝

◎
「
期
末
手
当
付
加
給
付
」
の

加
入
資
格
は
、
現
行
互
助
会
に

加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
と
な

り
ま
す
の
で
、
互
助
会
未
加
入

者
で
「
期
末
手
当
付
加
給
付
制

度
」
の
加
入
を
希
望
の
方
は
互

助
会
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

「
互
助
会
」
及
び
「
末
期
手

当
付
加
給
付
制
度
」
の
加
入
手

続
き
は
、
9
月
15
日
ま
で
分
会

担
当
者
ま
た
は
、
互
助
会
事
務

局
へ
直
接
電
話
で
加
入
の
申
込

み
を
し
て
下
さ
い
。　

〈掛金徴収〉
　・2010年10月から
〈給付発生〉
　・2011年夏季手当減額分から
〈期間率調査期間〉
　・2010年10月１日～
　　　　　　2011年３月31日
〈問い合わせ先〉地本互助会
　TEL（JR）033－2276
　TEL（NTT）019－652－4841

10月期加入・増口案内
期末手当付加給付制度

地本互助会だより

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

第 1 0 回 地 本
ソフトボール大会

青森対盛岡で試合開始（A面）


